「いや、 よしきり、 お早う ご と 云 ひながら 其処 を 通り 

過ぎました。 

あきち 

そしてもう 森の 中の 明 地に 来ました。 

そこ は 小さな 円い 緑の 草原で、 まつ 黒な かやの 木 や 

たう ひ 

唐檜に 囲まれ、 その 木の 脚 もとに は 野 ばらが 一杯に 

茂って、 丁度 草原に へり を 取った やうに なって ゐ ます。 

清 夫 はお 日 さまで 紫色に 焦げた ば らの実 をポッ ン ポ 

ッンと 取り はじめました。 空 では 雲が 旗 の やう に 光つ 

くじゃく 

て 流れたり、 白い 孔雀の 尾の やうな 模様 を 作って か > 

やいたり して ゐ ました。 

清 夫 はお 母さんの ことば かリ考 へながら、 汗 をポタ 



ポタ 落して、 一 生けん 命 実 を あつめました がどう 云 ふ 

訳 かその 日 はいつ まで 経っても 籠の 底が かくれません 

でした。 そのうちに もうお 曰 さま は、 空の まん 中まで 

おいでになって、 林はッ ー ンッ— ンと 鳴り 出しました。 

(木の 水 を 吸 ひ あげる 音 だ) と 清 夫 はお も ひました。 

それでも まだ 籠の 底 はかくれ ませんで した。 

力け す 力 

「清 夫さん もうお ひるです。 弁当お あがりなさい。 落 

します よ。 そら ご と 云 ひながら 青い どんぐり を 一 粒 

ぼた つ と 落して 行きました。 

けれども 清 夫 は それ 所ではな いのです。 早くい つも 



がら、 一 つぶの ばらの 実 を 唇 にあて ました。 

すると どうで せう。 唇が ピ リツと してから だが ブル 

ブ ルツと ふる ひ、 何 かきれ いな 流れが 頭から 手から 足 

まで、 すっかり 洗って しまった やう、 何とも 云へ ずす 

がすが しい 気分に なりました。 空まで はっきり 青くな 

り、 草の 下の 小さな 苔まで はっきり 見える やうに 思 ひ 

ました。 

それに 今まで 聞えなかった かすかな 音 もみん な は つ 

に ほひ 

きりわかり、 いろいろの 木の いろいろな 匂まで、 実に 

一 一手にと る やうです。 おどろいて 手に もった その 一 

つぶの ばらの 実 を 見ましたら、 それ は 雨の I 卞 の やう 



あき 

中には ひります と、 つぐみが すぐ 飛んで 来て、 少し 呆 

れ たやう に 言 ひました。 

「おや、 おや、 これ は 全体 人 だら うか 象 だら うかと に 

かくひ どく 肥った もんだ。 一体 何し に 来たの だら うご 

大三は 怒って、 

「何 だと、 今に 薬 さ へ さがし たらこの 森ぐ らゐ焼 つ ぷ 

くって しま ふぞご と 云 ひました。 

ま, ら 

その 声 を 聞いて ふくろ ふが 木の 洞の 中で 太い 声で 云 

ひました。 

「おや、 おや、 っひぞ 聞いた こと もない 声 だ。 ふい ご 

だら うか。 人間 だら うか。 もしも ふい ごと すれば、 ゴ 



愕ぃ たもんだ ねえ。 びっくり びっくり。 くりく りくり 

さあ 大三 はいよ いよ 怒って、 

「何 だと 畜生。 薬 さへ 取って しまつ たらこの 林ぐ らゐ、 

くるくるん 〔# 「ん」 は 小 書き〕 に 焼つ ぷ くって 見せる 

ぞ。 畜生 ご 

それから 百 人の 人た ち を 連れて 大三は 森の 空地に 来 

ました。 

「い、 か、 さあ。 さがせ。 しっかり さがせ ご大三 はま 

ん 中に 立って 云 ひました。 

みんな ガサ ガサ ガサ ガサ さがし ましたが、 どうして 



云って る わい と、 大三は 思 ひました。 それでも まだす 

きと ほる ばらの 実はみ つかりません。 

力け す 力、 

「や あ 象さん、 もうお ひるです。 弁当お あがりなさい _ 

落します よ。 そら ご 

と 云 ひながら、 栗の 木の 皮 を 一 切れ ポ タツと 落して 

行きました。 

「えい 畜生。 あとで 鉄砲 を 持って来て ぶつ 放す ぞご 

大三 ははぎ しりして くやしが りました。 

空で は 白 鰻の やうな 雲 も、 みんな 飛んで 行き、 大三 

は 汗 をたら しました。 まだ 見つかりません。 よしきり 
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